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一

は
じ
め
に

現
在
、
大
陸
法
系
・
英
米
法
系
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
契
約
法
の
領

域
を
中
心
に
国
際
的
な
統
一
原
則
創
設
に
向
け
た
動
き
が
急
速
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則

(���� (

１))

や
ア
キ
原
則

(���������������� (

２))

を
基
礎
に
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
に
一
貫
性
を
与
え
る

｢

共
通
参
照
枠
組

(����������������������)｣

に
向
け
た
作
業
が
本
格
化

し
て
い
る

(

３)

。
こ
う
し
た
国
際
的
な
統
一
化
を
目
指
し
た
動
き
は
、
国
際

取
引
の
場
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
国
に
お
け
る
従
来
の
国
内
法
体
系
の

再
編
成
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る

(

４)

。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
世
界

的
な
潮
流
に
対
し
て
、
日
本
も
無
関
係
で
な
く
、
近
年
、
国
際
標
準
を

意
識
し
た
国
内
法
の
再
編
成
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る

(

５)

。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
二
〇
〇
五

年
五
月
一
七
日
、
代
理
法
の
領
域
で
は
お
よ
そ
半
世
紀
ぶ
り
と
な
る
第

三
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

(

６)

(

以
下
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
と
略
称
す
る)

が
、
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会

(�����������
��������� (

７))
に
よ
っ
て
採
択
・
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
新
た
な
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
は
、
約
五
〇
年
間
の
判
例
の
展
開
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
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研
究
ノ
ー
ト

一

は
じ
め
に

二

本
論

１

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
代
理
の
概
念

２

従
来
の
代
理
の
発
生
原
因

(

１)

伝
統
的
な
代
理
の
発
生
原
因

(

２)

第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
新
た
な
代
理
発
生
原

因
の
承
認

３

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
代
理
発
生
原
因
の
再
構
成

(

１)

固
有
の
代
理
権
能
概
念
の
廃
止

(

２)

他
の
代
理
発
生
原
因
の
拡
張

４

小
括

三

結
び
に
代
え
て

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
代
理
の
発
生
原
因西

内

祐

介

第
三
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
変
更



だ
け
で
な
く
、
従
来
の
第
二
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

(

以
下
、

第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
略
称
す
る)

の
基
本
概
念
ま
で
も
大
幅

に
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(

８)

。
殊
に
、
こ
の
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
の
重
要
な
変
更
点
の
一
つ
と
し
て
、｢

代
理
発
生
原
因
の
再
整
理｣

が
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
第
二
次
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
固
有
の
代
理
権
能

(��������
�����������)

と
い
う
概
念
が
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に

よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
同
時
に
、
他
の
代
理
発
生
原
因
に
修
正
が
加
え
ら

れ
た
こ
と
を
指
す
。

本
稿
は
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
全
般
的
な
検
討
で
は
な
く
、

こ
の
代
理
発
生
原
因
の
変
更
に
着
目
し
て
、
そ
の
内
容
や
意
義
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
固
有
の
代
理
権
能
と

い
う
概
念
は
、
日
本
の
表
見
代
理
に
相
当
す
る
場
面
の
一
つ
で
機
能
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
代
理
の
発
生
原
因
に
関
す
る
右
変
更
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
く
こ
と
は
、
日
本
の
表
見
代
理
を
め
ぐ
る
議
論

(
と
り
わ

け
、
本
人
帰
責
要
件
の
再
構
成
に
つ
い
て)

を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
、
代
理
が
組
織
法
理
の
一
つ
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
今
後
の
判
例
・
学
説
に
対

す
る
右
変
更
の
影
響
は
、
代
理
分
野
に
限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
事
業
組

織
法
や
労
働
法
と
い
っ
た
多
方
面
の
分
野
に
ま
で
波
及
す
る
可
能
性
が

高
い

(

９)

。
そ
の
た
め
、
右
作
業
は
、
ア
メ
リ
カ
を
模
範
と
し
た
会
社
法
や

そ
れ
に
関
す
る
立
法
が
次
々
に
な
さ
れ
て
い
る
現
在
の
日
本
に
と
っ
て
、

他
の
類
似
の
法
制
度
の
関
係
に
お
け
る
今
後
の
代
理
の
制
度
設
計
を
考

え
る
た
め
の
有
益
な
視
点
の
提
供
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
法
が
属
す
る
英
米
法
上
の
代
理
は
、
大
陸
法

に
お
け
る
代
理
と
は
異
な
る
点
が
多
く

(�)

、
日
本
の
民
商
法
に
お
け
る
代

理
規
定
の
多
く
も
大
陸
法
を
母
法
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
代

理
と
比
較
し
て
も
、
非
常
に
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
我
が
国
に
お
い
て
、
英
米
法
の
代
理
に
関
す
る
研
究
は
低
調

で
あ
っ
た

(�)

。
し
か
し
、
上
述
の
世
界
的
な
潮
流
に
よ
り
、
日
本
に
お
け

る
今
後
の
代
理
の
理
論
構
成
や
制
度
設
計
を
考
え
て
い
く
上
で
、
大
陸

法
に
お
け
る
代
理
だ
け
を
比
較
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
不
十
分
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
点
で
も
、
ア
メ
リ
カ
代
理
法
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
本
稿
の
意
義
は
あ
る
と
考
え
る
。

上
記
の
目
的
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
次
の
本
論
に
お
い
て
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
法
上
の
代
理
概
念
を
確
認
し
た
後

(

１)

、
第
三
次
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
公
刊
以
前
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
代
理
の
発
生
原
因
に

つ
い
て
各
発
生
原
因
を
詳
し
く
考
察
し
て
い
く

(

２)

。
次
い
で
、
第

三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
代
理
発
生
原
因
の
新
た
な
整
理
を
明

九大法学96号 (2008年) 64



ら
か
に
し
た
上
で

(

３)

、
そ
の
意
義
や
内
容
に
つ
い
て
私
見
に
よ
る

評
価
を
行
う

(

４)

。
最
後
に
、
結
び
に
代
え
て
で
は
、
本
稿
の
考
察

結
果
か
ら
得
ら
れ
た
示
唆
を
踏
ま
え
て
、
日
本
の
代
理
を
め
ぐ
る
今
後

の
検
討
課
題
と
展
望
を
提
示
し
た
い
。

注(

１)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則

(����
)

と
は
、��
に
お
け
る

契
約
法
の
調
和
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
作
成
を
目
的
と
し
て

��
加
盟
各
国
か
ら
選
ば
れ
た
法
律
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
私

的
委
員
会
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
委
員
会

(����������
���������������������

)
の
委
員
長��������
教

授
等
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。�����
委
員
会
は
、

国
内
法
令
の
比
較
分
析
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
学
問

的
な
提
言
の
た
め
に
一
般
原
則
を
追
求
し
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約

(����
)

に
お
け
る
国
際
動
産
売
買
契
約
、��������
国
際
商

事
契
約
原
則
に
お
け
る
国
際
商
事
契
約
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
国

際
商
事
契
約
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
契
約
法
を
含
め
、��
の
契

約
法
全
般
に
つ
い
て
の
契
約
原
則
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

(

２)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
令
と
そ
れ
に
対
応
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判

所
の
判
決
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
に
お
け

る
契
約
に
関
す
る
現
行
法
と
、
加
盟
国
の
比
較
分
析
に
基
づ
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則

(����
)

に
代
表
さ
れ
る
学
問
的
な

草
案
と
の
間
に
、
隙
間
が
生
じ
始
め
た
。
こ
の
隙
間
に
橋
渡
し
を

す
る
た
め
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
、
既
存
の
共
同
体
法
、
す

な
わ
ち
契
約
法
領
域
の
中
の
ア
キ
・
コ
ミ
ュ
ノ
テ
ー
ル

(������
�������������)

に
関
す
る
研
究
の
必
要
性
が
増
大
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
近
年

｢

既
存
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
契
約
法
原
則

(������������������������������������
)
｣

(������

原
則)

が
編
集
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

(

３)
｢

共
通
参
照
枠
組(����������������������)｣

は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
に
よ
っ
て
二
〇
〇
三
年
二
月
に
公
表
さ
れ
た

｢

よ
り
首
尾
一
貫
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
に
向
け
た
行
動
計
画｣

に
基
い
て
、
主
と
し
て
共
同
体
法
規
定
が
首
尾
一
貫
性
を
欠
い
て

い
る
状
況
を
打
破
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
編
集
作
業
が
開
始

さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
は
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

で
、
共
通
参
照
枠
組
み
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
二
〇
〇
八
年
二
月
に
そ
の
成
果
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
共
通
参
照
枠
組
は
、
少
な
く
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立

法
者
に
と
っ
て
新
た
な
基
準
を
制
定
し
、
又
は
既
存
の
基
準
を
再

検
討
す
る
際
の
、
指
針
と
し
て
機
能
す
る
と
思
わ
れ
る
。���

�������������
(���)�������������������������

(������������������������������
2007)�

(

４)

二
〇
〇
二
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
債
務
法
現
代
化
の
改
正
に
お

い
て
、
消
費
者
契
約
に
関
す
る
規
律
が���
の
中
に
規
定
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。

(
５)
日
本
で
も
現
在
、
二
〇
〇
八
年
に
国
連
国
際
動
産
売
買
条
約

(����
)

へ
加
入
す
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
曽
野
裕
夫

｢

民
法
改
正
の
動
向

(

３)

ア
メ
リ
カ
・
国
際
的
法
統
一｣

内
田
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貴
・
大
村
敦
志[

編]
『

民
法
の
争
点』

(

有
斐
閣
・
二
〇
〇
七
年)

三
五
頁
参
照
。

(
６)�����������

(�����)��������
(�����������

����������
2006)�

な
お
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は

｢

条
文
の
形

に
は
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
自
体
法
律
で
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、

立
法
化
を
予
定
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ア
メ

リ
カ
法
律
協
会
と
い
う
組
織
の
下
に
、
学
者
と
実
務
家
が
共
同
し

て
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
学
者
の
著
述
と
同

じ
性
格
の
も
の
で
あ
る｣(

田
中
英
夫｢�����������

(������)
の
編
纂｣

ア
メ
リ
カ
法
一
巻

(

一
九
六
七
年)

七
五
頁
参
照)

。

し
か
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
の
は
、｢

エ
リ
ー
ト｣

ロ
ー
ス
ク
ー
ル

の
教
授
集
団
で
あ
り
、
立
法
に
よ
ら
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
強
制

力
の
不
在
を

｢

合
衆
国
全
体
の｣

｢
あ
ら
ゆ
る
種
類
の｣

法
律
家

の
、
し
か
も
、｢

エ
リ
ー
ト｣

の
権
威
で
確
保
し
よ
う
と
し
て
い

る(

松
浦
以
津
子｢

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
は
何
か｣

星
野
英
一
・

森
嶋
昭
夫
編

『

現
代
社
会
と
民
法
学
の
動
向
下』

(

有
斐
閣
、
一

九
九
二
年)

五
〇
五
―
五
〇
六
頁
参
照)

。
し
た
が
っ
て
、
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
そ
れ
自
体
は
法
的
拘
束
力
の
な
い
も
の
で
あ

る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
法
律
家
た
ち
の
間
で
極
め
て
高
い
権
威
と
信

頼
を
得
て
い
る
。

(

７)

裁
判
官
、
弁
護
士
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
授
か
ら
構
成
さ
れ
る

研
究
団
体
で
、
ア
メ
リ
カ
法
の
簡
明
化
、
よ
り
良
い
司
法
の
確
保

な
ど
を
目
的
と
し
て
一
九
二
三
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
。
ア
メ
リ

カ
の
判
例
法
の
実
際
上
の
統
一
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
編
纂
は
、
そ
の
代
表
的
な
事
業
で
あ
る
。

(

８)

た
と
え
ば
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
代
理
人
概
念

の
変
更
を
断
行
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
主
人

(������)

、

使
用
人

(�������)

、
独
立
契
約
者

(�������������������
���)

と
い
っ
た
三
つ
の
伝
統
的
な
用
語
が
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
使

用
者

(��������)

、
被
用
者

(��������)

、
被
用
者
で
な
い

代
理
人

(����������������)

と
い
う
用
語
に
代
え
ら
れ
て

い
る
。

(

９)

そ
の
理
由
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
代
理
は
、
日
本
に

お
け
る
代
理
、
委
任
、
使
用
者
責
任
、
さ
ら
に
物
権
変
動
の
一
部

を
含
む
分
野
で
あ
る
点
、
お
よ
び
、
ア
メ
リ
カ
の
学
説
で
は
、
代

理
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、���

、
株
式
会
社
な
ど
と
と
も
に

組
織
法
理
の
一
つ
で
あ
り
、
し
か
も
事
業
組
織
の
最
も
基
本
的
な

形
態
と
理
解
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(�)
英
米
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
の
接
近
と
乖
離
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
と
し
て
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
フ
ラ
イ
エ
ン
フ
ェ

ル
ス

(

奥
田
昌
道
訳)

｢

英
米
の
代
理
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
代
理
法

の
乖
理
と
接
近
の
諸
相

(

一)

、(

二)｣

法
学
論
叢
一
二
一
巻
一

号(

一
九
八
七
年)

一
頁
以
下
、
一
二
一
巻
三
号(

一
九
八
七
年)

一
頁
以
下
を
参
照
。

(�)
田
中
英
夫

｢

日
本
に
お
け
る
外
国
法
の
摂
取
ア
メ
リ
カ
法｣

『

英
米
法
研
究
３
・
英
米
法
と
日
本
法』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
八
八
年)

三
二
八
頁
。
ア
メ
リ
カ
代
理
法
の
特
徴
を
概
観
す
る

邦
語
文
献
と
し
て
は
、
小
池
隆
一
・
小
林
規
威

｢

代
理
制
度
の
比

較

英
米
の
代
理
関
係
の
構
成
を
中
心
と
し
て

(

一)

・

(
二)
・(

三)｣

慶
應
法
学
研
究
三
六
巻
一
〇
・
一
一
・
一
二
号
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(

一
九
六
三
年)

、
河
村
博
文

｢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
代
理
法
の
概

観

(

１)｣

商
経
論
集
八
巻
一
・
二
号

(

一
九
七
二
年)

六
一
頁

以
下
や
樋
口
範
雄

『

ア
メ
リ
カ
代
理
法』

(

弘
文
堂
、
二
〇
〇
二

年)
が
あ
る
。

二

本
論

１

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
代
理
の
概
念

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
、
代
理

(������)
の
概
念
は
、
信
認
関

係

(��������������������� (

１))

の
一
種
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
一
・
〇
一
条
に
お
い
て｢

代
理
と
は
、

あ
る
人

(｢

本
人｣)

が
他
人

(｢

代
理
人｣)

に
対
し
て
、
当
該
代
理
人

を
し
て
本
人
の
た
め
に
行
動
し
、
か
つ
、
本
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下

に
服
さ
せ
る
と
の
同
意
を
表
明
し
、
そ
の
代
理
人
が
そ
の
よ
う
に
行
動

す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
表
明
す
る
又
は
合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
信
認
関
係
で
あ
る

(

２)｣

。
以
下
で
は
、
こ
の
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト

メ
ン
ト
の
定
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、｢

人｣

と
い
う
語
に
は
、
自
然
人
だ
け
で
な
く
、
法
人
も
含

ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、
株
式
会
社
は
本
人
・
代
理
人
の
い
ず
れ
に
も
な

る
こ
と
が
で
き
る

(

３)

。

次
に
、｢

同
意｣

に
つ
い
て
。
本
人
は
代
理
人
に
対
し
て
、
代
理
人

が
本
人
の
た
め
に
行
動
し
、
代
理
人
は
本
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す

る
と
い
う
同
意
の
意
思
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
意
の
表
明

と
い
う
要
件
は
、
書
面
は
も
ち
ろ
ん
口
頭
で
な
さ
れ
る
必
要
も
な
く
、

当
事
者
の
行
為
に
よ
っ
て
黙
示
さ
れ
る
も
の
で
も
よ
い

(

４)

。
逆
に
、
代
理

人
は
本
人
に
対
し
て
そ
の
よ
う
に
行
動
す
る
と
の
同
意
を
通
知
す
る
必

要
は
な
い
。

同
意
の
要
件
は
、
当
事
者
ら
が
、
彼
ら
の
関
係
が
代
理
関
係
を
構
成

す
る
こ
と
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
彼
ら
の
関
係
が
そ
の
合
意
と
と
も
に

代
理
関
係
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
法
律
効
果
を
導
く
こ
と
を
意
図
し
て

い
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
存
在
し
う
る

(

５)

。
ま
た
、
本
人
と
代
理
人

の
間
の
合
意
は
必
ず
し
も
契
約
で
あ
る
必
要
は
な
い

(

６)

。

代
理
人
は
第
一
に
本
人
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

代
理
人
自
身
又
は
相
手
方
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
代
理
人
は
、
当
初
に
お
い
て
、
代
理
人
が
尽
力
し
て
く
れ
る

で
あ
ろ
う
と
の
期
待
が
存
在
し
さ
え
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
本
人
の
た
め

に
実
際
の
利
益
を
生
み
出
す
必
要
は
な
い

(

７)

。
し
た
が
っ
て
、
本
人
の
事

業
を
行
っ
た
際
に
、
金
銭
的
損
失
を
生
じ
さ
せ
た
代
理
人
で
あ
っ
て
も
、

な
お
代
理
人
で
あ
る
。
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最
後
に
、
本
人
に
よ
る

｢

コ
ン
ト
ロ
ー
ル｣

は
、
強
力
な
も
の
で
あ

る
必
要
は
な
い
。
本
人
が

｢

当
該
代
理
関
係
の
結
果
や
最
終
目
標｣

に

関
す
る
指
示
を
行
っ
て
い
る
な
ら
ば
、｢

本
人
は
代
理
人
の
行
動
に
対

し
て
物
理
的
な
支
配
を
及
ぼ
す
必
要
は
な
い

(

８)｣

。
そ
れ
ゆ
え
、
必
要
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
は
、
代
理
人
が
行
う
べ
き
仕
事
を
本
人
が
特
定

で
き
れ
ば
よ
い
。

以
上
が
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
前
提
と
し
た
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け

る
代
理
概
念
の
特
色
で
あ
る
。

２

従
来
の
代
理
の
発
生
原
因

前
節
で
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
代
理
の
概
念
を
確
認
し
た
が
、
こ
こ
で

は
代
理
関
係
を
生
み
だ
す
原
因
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
い
く
。

(

１)

伝
統
的
な
代
理
権
発
生
原
因

(�
)

現
実
の
代
理
権

(���������������)
現
実
の
代
理
権
は
、
本
人
が
特
定
の
行
為

(

過
程)

に
同
意
し
て
い

た
と
代
理
人
が
合
理
的
に
信
じ
る
場
合
に
存
在
す
る
。
現
実
の
代
理
権

は
、
本
人
が
代
理
人
に

｢

甲
地
を
私
の
た
め
に
売
る｣

よ
う
指
示
す
る

場
合
の
よ
う
に
、
明
示
的
で
あ
り
う
る

(

９)

。
し
か
し
、
本
人
の
行
為
や
行

動
が
同
意
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
代
理
人
が
合
理
的
に
推
論
で
き
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
実
の
代
理
権
は
黙
示
の
も
の
で
も
よ
い
。

現
実
の
代
理
権
の
場
合
に
は
、
代
理
人
が
権
限
の
範
囲
に
関
し
て
何
を

信
じ
て
い
る
か
に
の
み
着
目
す
る
の
で
あ
っ
て
、
第
三
者
が
信
じ
た
こ

と
は
、
現
実
の
代
理
権
と
は
無
関
係
で
あ
る

(�)

。
以
下
で
は
、
具
体
的
に
、

両
類
型
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
明
示
に
よ
る
現
実
の
代
理
権
は
、
本
人
が
代
理
人
に
代
理
人

の
権
限
に
つ
い
て
記
述
し
た
書
面
を
与
え
た
場
合
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、

代
理
人
が
当
該
権
限
を
有
し
て
い
る
と
の
口
頭
に
よ
る
伝
達
で
も
足
り

る
と
さ
れ
る

(�)

。
ま
た
、
明
示
に
よ
る
代
理
権
は
、
本
人
が
代
理
権
を
与

え
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
ら
ず
、
誤
っ
て
与
え
て
し
ま
っ
た
場
合
に
お

い
て
さ
え
も
存
在
す
る

(�)

。

次
に
、
黙
示
に
よ
る
現
実
の
代
理
権
の
最
も
一
般
的
な
形
態
は
、
付

随
的
代
理
権

(�������������������)
の
概
念
で
あ
り
、
そ
の
場

合
、(

本
人
が
明
確
に
反
対
の
指
示
を
し
て
い
な
い
限
り)

代
理
人
は
、

本
人
が
明
示
的
に
命
じ
た
特
定
の
成
果
を
実
現
す
る
た
め
に
、
合
理
的

に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
る
権
限
を
有
し
て
い
る

(�)

。

黙
示
に
よ
る
現
実
の
代
理
権
は
、
慣
習
か
ら
も
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

あ
る
特
定
の
類
型
の
代
理
人
が
特
定
の
権
限
を
有
す
る
こ
と
が
、
そ
の

取
引
あ
る
い
は
そ
の
地
域
に
お
い
て
慣
習
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
代
理

人
は
、
本
人
が
反
対
の
指
示
を
し
な
い
限
り
、
こ
の
よ
う
な
権
限
を
行

九大法学96号 (2008年) 68



使
す
る
黙
示
に
よ
る
現
実
の
代
理
権
を
有
し
て
い
る
。
同
様
に
、
黙
示

に
よ
る
代
理
権
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
特
定
の
本
人
と
代
理
人
と
の
間

の
行
動
様
式
か
ら
も
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
代
理
人
が
あ
る
行
動
様
式

を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
そ
の
行
動
が
継
続
し
て
い
る
こ
と

に
つ
き
本
人
が
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
場
合
、
代
理
人
は
そ
の
類
型
の

取
引
を
継
続
し
て
行
う
黙
示
に
よ
る
現
実
の
代
理
権
を
有
す
る
。

他
に
よ
く
ア
メ
リ
カ
で
訴
訟
と
な
る
問
題
は
、
弁
護
士
が
依
頼
人
の

た
め
に
事
件
の
和
解
を
行
う
黙
示
に
よ
る
代
理
権
を
有
し
て
い
る
か
ど

う
か
で
あ
る
。
通
常
、
弁
護
士
を
雇
っ
た
時
点
で
、
依
頼
人
の
事
件
に

関
す
る
手
続
側
面
に
携
わ
る
弁
護
士
の
一
般
的
権
限
に
は
、
相
手
方
の

法
務
担
当
と
の
和
解
交
渉
を
行
う
黙
示
に
よ
る
現
実
の
代
理
権
が
含
ま

れ
て
い
る

(�)

。
し
か
し
、
依
頼
人
は
、
訴
訟
に
関
す
る
重
要
事
項
や
依
頼

人
の
重
大
な
権
利
に
影
響
す
る
重
要
な
決
定
に
関
し
て
は
、
法
的
な
支

配
権
を
保
持
し
て
い
る
の
で
、
弁
護
士
を
雇
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
弁

護
士
に
依
頼
人
の
た
め
に
事
件
の
和
解
を
行
う
黙
示
に
よ
る
代
理
権
を

与
え
な
い

(�)

。

(�
)

表
見
的
代
理
権

(�����������������)

表
見
的
代
理
権
と
は
、
本
人
・
代
理
人
間
で
は
実
際
に
は
代
理
権
は

存
在
せ
ず
、
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
表
見
上
の
代
理
人
に
本
人

を
拘
束
す
る
法
的
権
能
を
認
め
る
法
理
で
あ
る
。

表
見
的
代
理
権
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
要
件
が
必
要
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
第
三
者
に
対
す
る
本
人
に
起
因
す
る
表
明

(�������������)

の
要
件
、
お
よ
び
②
代
理
人
に
代
理
権
あ
り
と

の
第
三
者
の
合
理
的
信
頼

(����������������)

の
要
件
で
あ
る

(�)

。

第
一
の
要
件
で
あ
る
本
人
に
起
因
す
る
表
明
は
、
い
く
つ
か
の
方
法

で
生
じ
う
る
。

ま
ず
、
最
も
分
か
り
や
す
い
の
は
、
本
人
が
代
理
人
に
何
ら
か
の
行

為
を
行
う
代
理
権
が
あ
る
と
書
い
た
手
紙
を
第
三
者
に
送
る
な
ど
、
本

人
が
第
三
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
明
示
に
よ
る
情
報
の
や
り
と
り
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
本
人
の
不
作
為
も
表
明
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

Ｐ
の
目
前
で
、
Ａ
が
Ｔ
に
対
し
て
自
分
は
Ｐ
の
代
理
人
で
あ
り
Ｐ
の
た

め
に
行
為
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
場
合
、
Ｐ
が
Ａ
の
主
張
を
明
確
に
否

定
し
な
い
な
ら
ば
、
Ｐ
の
不
作
為
に
よ
り
、
Ａ
は
表
見
的
代
理
権
を
有

す
る
こ
と
に
な
る

(�)
。

第
三
に
、
一
連
の
行
為
か
ら
表
明
が
黙
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
も

し
、
代
理
人
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
一
連
の
取
引
を
行
う
こ
と
を
本
人

が
許
し
て
お
り
、
第
三
者
が
直
近
の
取
引
に
も
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て

い
る
と
合
理
的
に
信
じ
た
な
ら
ば
、
表
見
的
代
理
権
は
存
在
す
る

(�)

。
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最
後
に
、
表
明
は
慣
習
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
が
あ
る

(�)

。
表
見
的
代

理
権
が
慣
習
に
よ
り
生
じ
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
本
人
が
代
理
人
を
特
定
の
立
場
に
置
い
た
こ

と
を
第
三
者
は
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
そ
の
よ
う

な
地
位
に
い
る
代
理
人
が
問
題
と
な
る
種
類
の
合
意
を
行
う
代
理
権
を

有
す
る
こ
と
が
、
慣
習
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(�)

。

次
に
、
第
二
の
要
件
に
つ
い
て
、
第
三
者
の
単
な
る
信
頼
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
そ
の
信
頼
は
合
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
者
が
本
人
の
表
明
を
合
理
的
に
解
釈
し
た
か
否
か
を
決
め
る
際
に

は
、
行
為
時
に
当
該
第
三
者
の
地
位
に
お
い
て
、
合
理
的
な
人
間
な
ら

ば
考
慮
し
た
だ
ろ
う
こ
と
を
解
明
す
る
全
て
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る

(�)
。

し
か
し
、
代
理
人
の
行
為
を
禁
ず
る
本
人
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
、

第
三
者
が
代
理
人
の
権
限
の
範
囲
を
調
査
す
る
積
極
的
義
務
ま
で
負
う

か
は
問
題
と
な
る

(�)

。

ま
た
、
第
三
者
の
合
理
的
信
頼
の
要
件
に
関
し
て
、
第
三
者
が
代
理

人
に
代
理
権
が
あ
る
こ
と
に
依
拠
し
て
、
立
場
の
不
利
益
的
変
更
ま
で

行
う
必
要
が
あ
る
か
も
問
題
と
な
る
が
、
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

八
条
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
三
条
の
注
釈
は
い
ず
れ
も
、

表
見
的
代
理
権
の
場
合
に
は
不
要
で
あ
る
と
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
。

(�
)

禁
反
言

(��������)禁
反
言

(

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
五
条
の
表
題
で
は
、

｢

代
理
関
係
を
否
定
す
る
た
め
の
禁
反
言｣)

と
は
、
本
人
の
表
明
が

な
い
場
合
で
も
、
本
人
の
た
め
と
偽
っ
た
代
理
人
と
取
引
し
た
第
三
者

が
地
位
の
不
利
益
的
変
更
を
し
た
場
合
に
、
本
人
に
一
定
の
帰
責
性

が
認
め
ら
れ
る
と
き
、
本
人
に
そ
の
責
任
を
負
わ
せ
る
法
理
で
あ
る

(�)

。

こ
の
禁
反
言
に
関
す
る
古
典
的
な
判
例
は
、��������������

��������
事
件
で
あ
る

(�)

。
事
案
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。��������

一
家
は
、
寝
室
用
家
具
を
買
う
た
め
、������������

家
具
店
に

赴
い
た
。
店
舗
内
で
買
物
を
し
て
い
た
際
、��������

夫
人
は
立
派

な
ス
ー
ツ
を
着
た
男
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
の
男
は
彼
女
の
注
文
を
受
け

て
現
金
を
受
け
取
っ
た
が
、
実
は
詐
欺
師
で
あ
っ
た
た
め
、
家
具
は
配

達
さ
れ
ず
、
彼
女
は
訴
え
を
提
起
し
た
。

本
事
件
の
控
訴
審
で
は
、
そ
の
ス
ー
ツ
を
着
た
男
は
、
表
見
的
代
理

権
を
有
す
る
店
の
被
用
者
で
あ
っ
た
と
い
う
憶
測
に
依
拠
し
た
事
実
審

を
破
棄
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、������������
家
具
店
が
売
場
の
警

備
を
怠
っ
た
こ
と
は
、
表
見
的
代
理
権
の
要
件
で
あ
る
表
明
と
は
な
り

え
な
い
か
ら
で
あ
る

(�)
。
さ
ら
に
、
控
訴
審
は
、��������
に
右
事
件

で
禁
反
言
の
法
理
に
基
い
て
立
証
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
本
件

を
再
審
理
に
付
し
た

(�)
。
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と
こ
ろ
で
、
表
見
的
代
理
権
と
禁
反
言
の
区
別
は
、
困
難
な
場
合
が

あ
る
。
実
際
、
裁
判
所
は
、
日
常
的
に
こ
の
二
つ
を
混
同
し
て
い
る
し
、

両
方
同
時
に
存
在
す
る
場
合
も
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
表
見
的
代
理
権

と
禁
反
言
の
間
の
決
定
的
な
区
別
は
、
第
三
者
に
よ
る
地
位
の
変
更
が

必
要
と
さ
れ
る
か
否
か
に
あ
る
。
も
し��������
事
件
の
原
告
が
、

詐
欺
師
に
対
し
て
現
金
を
支
払
っ
て
お
ら
ず
、
家
具
を
購
入
す
る
契
約

を
締
結
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
禁
反
言
を
正
当
化
す
る
立
場

の
不
利
益
的
変
更
は
な
い
だ
ろ
う

(�)
。
結
局
、
禁
反
言
を
立
証
す
る
た
め

に
は
、｢(

１)

不
作
為
も
含
め
、
本
人
に
よ
る
故
意
又
は
過
失
に
よ
る

行
為
が
、
代
理
人
の
代
理
権
に
関
す
る
外
観
を
作
出
し
た
こ
と
、(

２)

第
三
者
が
合
理
的
か
つ
善
意
で
そ
れ
を
信
じ
た
こ
と
、(

３)

そ
う
信

じ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
の
側
に
地
位
の
不
利
益
的
変
更
が
生
じ
る

結
果
と
な
っ
た
こ
と｣

を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る

(�)
。
そ
の
よ
う
な
証
明

が
な
け
れ
ば
、
そ
の
詐
欺
師
が
表
見
的
代
理
権
を
有
し
て
い
た
か
の
み

が
問
題
と
な
り
、
そ
の
場
合
本
人
が
第
三
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
表
明

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る

(�)

。
し
か
し
、��������
は
、
現
金
を
支

払
い
損
失
を
被
っ
た
こ
と
で
不
利
益
的
信
頼
を
立
証
で
き
た
た
め
、

������������
家
具
店
が
何
ら
か
の
表
明
を
し
た
こ
と
を
立
証
す

る
ま
で
も
な
く
、
禁
反
言
の
法
理
に
基
い
て
勝
訴
で
き
た
。

(�
)

追
認

(������������)代
理
人
と
偽
っ
て
本
人
の
た
め
に
行
為
し
た
者
に
実
は
何
ら
の
代
理

権
も
な
か
っ
た
場
合
、
相
手
方
は
そ
の
無
権
限
の
行
為
に
つ
い
て
本
人

に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
人
が
事
後
に
そ

の
行
為
を
追
認
す
れ
ば
、
本
人
は
な
お
そ
の
無
権
代
理
人
の
行
為
に
よ
っ

て
拘
束
さ
れ
る
。
も
し
追
認
さ
れ
れ
ば
、
取
引
は
あ
た
か
も
最
初
に
締

結
さ
れ
た
時
点
か
ら
代
理
権
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
代
理
法
に
お
け
る
追
認
は
、
契
約
締
結
時
に
遡
っ

て
関
係
す
る
事
後
の
権
限
付
与
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
っ
た
ん
有

効
な
追
認
が
あ
れ
ば
、
本
人
と
第
三
者
双
方
と
も
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
有
効
な
追
認
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
本
人
が
そ
の
契
約
を
承

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(�)

。
明
示
に
よ
る
契
約
の
承
認
が
可
能
で
あ
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
特
に
訴
訟
で
問
題
に
な
る
の
は
黙
示
に
よ
る

承
認
で
あ
る
。

黙
示
に
よ
る
承
認
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
取
引
の
利
益
を
享
受
す
る
こ

と
が
こ
れ
に
当
た
る

(�)
。
た
だ
し
、
追
認
が
有
効
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、

承
認
し
た
と
さ
れ
る
時
点
で
、
本
人
が
そ
の
取
引
に
関
連
す
る
重
要
事

実
を
知
っ
て
い
る
か
、
知
る
べ
き
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

承
認
は
、
そ
の
よ
う
な
便
益
の
受
領
を
拒
む
こ
と
が
可
能
な
時
点
で
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
本
人
が
第
三
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
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た
便
益
を
断
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
本
人
に
責
任
を

負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
、
沈
黙
や
不
作
為
も
黙
示
の
承
認
の
例
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
人
は
権
限
の
な
い
取
引
を
拒
む
前
の
段
階
で
待
つ
こ
と
は
で
き
ず
、

本
人
が
そ
の
取
引
を
知
っ
た
時
又
は
知
る
べ
き
理
由
が
あ
っ
た
時
に
、

直
ち
に
そ
の
取
引
を
否
定
す
れ
ば
足
り
る
。

さ
ら
に
、
契
約
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
も
、
黙
示

の
承
認
と
さ
れ
う
る

(�)
。
本
人
は
そ
の
契
約
の
一
部
の
み
を
選
択
的
に
追

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
そ
の
取
引
が
追
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、

本
人
は
権
限
の
な
い
保
証
ま
で
含
ん
だ
取
引
全
体
に
拘
束
さ
れ
る
。

最
後
に
、
本
人
が
取
引
の
追
認
を
し
て
も
無
効
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

一
般
に
、
こ
れ
は
善
意
の
第
三
者
の
権
利
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
で
あ
る

(�)

。
有
効
な
追
認
を
行
う
た
め
に
は
、
本
人
は
第
三
者
が
取
消

す
前
に
追
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

２)

第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
新
た
な
代
理
発
生
原
因
の

承
認

以
上
の
伝
統
的
に
承
認
さ
れ
て
き
た
代
理
発
生
原
因
と
は
異
な
り
、

一
九
五
七
年
に
採
択
さ
れ
た
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
初

め
て
独
自
の
意
義
が
認
め
ら
れ
た
代
理
発
生
原
因
が
存
在
す
る
。
そ
れ

が
固
有
の
代
理
権
能

(�������������������)

で
あ
る
。
こ

の
概
念
は
、
あ
る
特
定
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
第
二
次
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
の
起
草
者
で
あ
る
シ
ー
ヴ
ィ
ー

(������������)

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
起
草
者
た
ち
の
任
務

は
、
法
を

｢

再
述
す
る｣

こ
と
に
あ
る
が
、
彼
ら
の
手
元
に
は
、
現
実

の
代
理
権
に
適
合
す
る
判
例
群
も
あ
れ
ば
、
表
見
的
代
理
権
に
適
合
す

る
判
例
群
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
群
が
、
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ

ン
ト
七
条
や
八
条
の
起
源
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
手
元
に
は
、
契

約
は
拘
束
力
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
が
、
現
実
の
代
理
権
も
表
見
的
代
理

権
も
存
在
し
な
い
と
い
う
判
例
群
も
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
判
例

の
中
に
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
禁
反
言
の
法
理
に
極
め
て
類
似
す
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
追
認
と
し
て
説
明
可
能
な
も
の
も
あ
り
、
両
者
は
そ
れ

ぞ
れ
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
中
に
八
Ｂ
条
お
よ
び
八
二
条
と
し

て
分
類
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
分
類
を
し
た
後
も
な
お
、
彼

ら
に
は
、
い
ず
れ
の
類
型
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
判
例
群
が
残
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
は
す
べ
て
代
理
人
が
あ
る
種
の
代
理
権
を
有
し
て
お
り
、
契
約

は
拘
束
力
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
上
の
い
ず
れ
の
形
式
に
も
当
て
は
ま
ら

な
い
判
例
群
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
起
草
者
た
ち
は
新
た
な
類
型

を
作
り
出
す
こ
と
で
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
固

有
の
代
理
権
に
関
す
る
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
Ａ
条
で
あ
る

(�)

。
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こ
の
文
言
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
八
Ａ
条
は
元
々
、
経
験
的
直
観

に
よ
り
本
人
が
拘
束
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
い

か
な
る
類
型
に
も
当
て
は
め
ら
れ
な
い
事
例
を
す
べ
て
把
握
す
る
た
め

の
受
け
皿
と
し
て
企
図
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
固

有
の
代
理
権
能
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
ら
な
い
た
め
、
そ
の

独
自
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

固
有
の
代
理
権
能
に
関
す
る
実
際
の
判
例
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
理
解

の
助
け
と
な
る
。

第
一
の
例
は
、
代
理
法
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
判
例
で
あ
り
、
固

有
の
代
理
権
に
関
す
る
古
典
的
判
例
で
も
あ
る���������

�������
事
件
で
あ
る

(�)
。
事
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。������
と
被

告
は
、
パ
ブ
を
所
有
し
て
い
た
が
、
被
告
に
所
有
権
が
あ
る
こ
と
は
秘

密
に
さ
れ
て
い
た
。
被
告
は
、������
に
一
部
の
飲
料
を
除
き
、
必

要
な
も
の
は
す
べ
て
被
告
か
ら
購
入
す
る
よ
う
命
じ
て
い
た
。

������
は
こ
れ
に
反
し
て
、
原
告
か
ら
葉
巻
と
ボ
ブ
リ
ル

(

一
八
七

〇
年
代
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た
液
状
の
牛
肉
エ
キ
ス)

を
購
入
し
た
。

原
告
は
被
告
に
対
し
て
葉
巻
と
ボ
ブ
リ
ル
の
代
金
支
払
い
を
求
め
て
訴

え
た
。������
に
は
原
告
か
ら
葉
巻
や
ボ
ブ
リ
ル
を
購
入
す
る
現
実

の
代
理
権
は
な
く
、
本
人
の
表
明
も
な
か
っ
た
た
め
、
表
見
的
代
理
権

も
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
原
告
は
本
人
が
存
在
す
る
こ
と
さ
え
知
ら
な

か
っ
た

(�)

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
、
被
告
の
責
任
を
認
め
た
。

固
有
の
代
理
権
能
と
慣
習
に
よ
る
表
見
的
代
理
権
の
区
別
は
難
し
い

が
、�������

事
件
が
示
す
よ
う
に
、
隠
れ
た
本
人
の
事
案
で
は
、

二
つ
の
概
念
は
非
常
に
明
確
な
相
違
点
が
あ
る
。
本
人
が
明
ら
か
な
場

合
や
特
定
さ
れ
て
い
な
い
本
人
の
場
合
、
表
見
的
代
理
権
の
要
件
で
あ

る
本
人
の
表
明
は
存
在
し
う
る
。
し
か
し
、
隠
れ
た
本
人
の
場
合
、
定

義
上
も
、
本
人
と
第
三
者
の
間
で

(

代
理
権
の
表
明
は
も
ち
ろ
ん)

や

り
と
り
は
一
切
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
固
有
の
代
理
権
能
は
、
隠
れ
た
本

人
の
場
合
に
お
い
て
機
能
し
た
。

第
二
の
例
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
固
有
の
代
理
権
能
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
ス
と
さ
れ
る�������������������������

事
件

(�))
で
あ
る
。
事
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
蓄
音
機
の
発
明
後
、
数
年
間
、

������
社
は
、
レ
コ
ー
ド
盤
と
蓄
音
機
が
ど
れ
だ
け
正
確
に
音
楽
を

再
生
す
る
か
を
実
演
す
る
た
め
に
、
歌
手
が
生
演
奏
を
行
い
、
そ
こ
で

レ
コ
ー
ド
盤
も
再
生
す
る
と
い
う
蓄
音
機
の
販
売
手
法
を
展
開
し
た
。

������
社
の
被
用
者
で
あ
る�������
は
、
歌
手
を
雇
う
た
め
に

������
と
い
う
代
理
人
を
雇
っ
た
。������
社
の
主
張
に
よ
れ
ば
、

演
奏
会
を
行
う
店
舗
を
保
有
す
る
販
売
業
者
が
歌
手
ら
へ
の
出
演
料
を

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
雇
わ
れ
た
歌
手
の
一
人
で
あ
る
原
告

の
主
張
で
は
、������
は
原
告
に
対
し
て
、
長
期
間
の
歌
唱
ツ
ア
ー
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に
伴
う
彼
女
の
出
演
料
を������
社
が
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
た
。

裁
判
所
は
、
慣
習
に
よ
れ
ば
、������
の
代
理
権
に
は
こ
の
よ
う
な

制
限
は
課
さ
れ
て
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
し
か
し
、
本

件
で
は
、
原
告
は������
と
し
か
取
引
し
て
お
ら
ず
、������
が

������
社
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
原
告
が
知
っ
た
の
は
、������

に
よ
る
原
告
に
対
す
る
発
言
の
み
に
基
い
て
い
た
。
こ
の
点
で
、
本
事

件
は
固
有
の
代
理
権
能
の
判
例
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
固
有
の
代
理
権
能
が
独
自
の
意
義
を
持
つ
の
は
、

①
そ
も
そ
も
本
人
の
存
在
が
不
明
な
場
合
、
②
表
見
的
代
理
権
に
お
け

る
表
明
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
程
、
本
人
の
関
与
度
が
低
い

場
合
と
一
応
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
本

人
の
関
与
が
極
め
て
希
薄
な
場
合
に
、
相
手
方
が
保
護
さ
れ
る
基
準
は

な
お
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
。

３

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
代
理
権
発
生
原
因
の
再
構
成

(

１)

固
有
の
代
理
権
能
概
念
の
廃
止

前
節
に
お
い
て
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
以
前
の
代
理
発
生
原
因

を
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
考
察
し
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
採
択
・
公
表
さ
れ

た
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
分
類
に
変
更
が

加
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
シ
ー
ヴ
ィ
ー
教
授
に
よ
っ
て
第
二
次
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
規
定
さ
れ
て
以
来
、
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
議
論
の

中
心
で
あ
り
続
け
た

｢

固
有
の
代
理
権
能｣

と
い
う
用
語
が
、
今
回
の

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
つ
い
に
捨
て
去
ら
れ
る
に
至
っ

た
。こ

の
点
に
つ
い
て
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
起
草
者
で
あ
る

デ
モ
ッ
ト

(���������������)

教
授
は
、
固
有
の
代
理
権
能

と
い
う
概
念
は
、
相
当
数
の
そ
し
て
お
そ
ら
く
無
用
の
混
乱
を
引
き
起

こ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
何
ら
代
理
法
理
へ
寄
与
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と
考
え
て
い
た

(�)

。
そ
れ
に
従
い
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で

は
、｢

表
見
的
代
理
権
、
禁
反
言
、
原
状
回
復
の
法
理
と
同
様
、
本
人

と
代
理
人
の
関
係
に
お
け
る
代
理
人
に
よ
る
解
釈
の
重
要
性
を
含
ん
だ
、

本
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
述
べ
る
別
の
法
理
が
、
第
二
次
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
Ａ
条
を
支
え
る
正
当
性
を
包
含
し
て
い
る

(�)｣

た
め
に
、

固
有
の
代
理
権
能
と
い
う
用
語
を
採
用
し
な
か
っ
た
、
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
別
の
法
理
が
、

従
来
、
固
有
の
代
理
権
能
に
よ
っ
て
の
み
第
三
者
保
護
が
な
さ
れ
る
と

説
明
さ
れ
て
き
た
場
面
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
も
は

や
固
有
の
代
理
権
能
の
独
自
の
存
在
意
義
は
失
わ
れ
る
と
す
る
の
が
、

起
草
者
の
対
応
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
固
有
の
代
理
権
能
が
独
自
に
適
用
さ
れ
て
い
た
場
面
と
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は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
面
に
適
用
さ
れ
る
第
三

次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
別
の
法
理
と
は
何
か
。

(

２)

他
の
代
理
発
生
原
因
の
拡
張

す
な
わ
ち
、
固
有
の
代
理
権
能
が
独
自
に
適
用
さ
れ
て
い
た
場
面
と

は
、
①
そ
も
そ
も
本
人
の
存
在
が
不
明
な
場
合

(

具
体
的
に
は
、
上
述

の�������
事
件)

、
②
表
見
的
代
理
権
に
お
け
る
表
明
要
件
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
程
、
本
人
の
関
与
度
が
低
い
場
合

(

具
体
的
に

は
、
上
述
の����
事
件)

で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト

メ
ン
ト
の
言
う
別
の
法
理
と
は
、
表
見
的
代
理
権
と
禁
反
言
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
両
法
理
は
、
上
述

し
た
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
も
の
よ
り
も
適
用
範
囲
が

さ
ら
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
表
見
的
代
理
権
の
拡
張
に
関
し
て
、
表
明

(����������
����)

の
概
念
を
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
よ
り
も
広
範
な
概
念
と

し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
理
人
を
一
定
の
地
位
に
置
く
こ
と

も
、
表
見
的
代
理
権
の
要
件
で
あ
る
本
人
に
起
因
す
る
表
明
と
な
る
こ

と
を
認
め
、
慣
習
上
の
行
為
を
す
る
表
見
的
代
理
権
を
生
み
出
し
う
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

(�)

。
こ
の
新
た
な
拡
張
に
よ
っ
て
、
上
述
の

����

事
件
の
よ
う
に
、
従
来
本
人
の
表
明
が
認
定
し
が
た
い
事
案
に

つ
い
て
も
表
見
的
代
理
権
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
、
禁
反
言
の
拡
張
に
関
し
て
、
上
述
の�������

事
件
の
よ

う
な
隠
れ
た
本
人
の
事
案
を
扱
う
た
め
に
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
は
、｢

隠
れ
た
本
人
の
禁
反
言｣

と
い
う
新
し
い
概
念
を
採
用
し
た

(�)

。

こ
の
概
念
は
、
そ
れ
ま
で
の
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
九
五
条

(�)

と

本
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
直
接
に
は
関
係
し
な
い
が
、
現
実
の
代
理
権
の
範
囲
を
拡
張

し
た
形
で
定
義
し
た
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
二
条
の
注
釈

が
、
代
理
人
の
現
実
の
代
理
権
を
判
断
す
る
際
に
、
本
人
の
表
明
の
字

義
通
り
の
解
釈
が
常
に
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る

(�)

。
そ
の
た
め
、
代
理
人
が
本
人
の
表
明
を
字
義
通
り
解
釈
し
な

か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
異
な
る
解
釈
の
方
が
本
人
の
利
益

と
な
る
と
合
理
的
に
信
じ
た
場
合
に
は
、
本
人
の
表
明
に
関
す
る
代
理

人
の
認
識
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
現
実
の
代
理
権
が
あ
る
と
認
定
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る

(�)
。
こ
の
よ
う
に
本
人
の
表
明
の
字
義
通
り
の
解
釈
と
は

異
な
る
場
合
に
作
用
す
る
点
は
、
従
来
固
有
の
代
理
権
能
の
み
が
機
能

し
て
い
た
場
面
と
一
部
重
複
す
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
、
第
三
次
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
現
実
の
代
理
権
も
ま
た
、
固
有
の
代
理
権
能

に
代
替
す
る
も
の
と
評
価
し
う
る
。

ま
と
め
る
と
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
固
有
の
代
理
権
能
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と
い
う
用
語
を
採
用
し
な
い
代
わ
り
に
、
そ
れ
ま
で
固
有
の
代
理
権
能

が
機
能
し
て
い
た
場
面
に
は
、
拡
張
さ
れ
た
表
見
的
代
理
権
の
法
理
と

禁
反
言
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
見
地
か
ら
、
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト

メ
ン
ト
で
認
め
ら
れ
て
い
た
第
三
者
の
保
護
範
囲
に
も
変
更
は
な
い
。

し
か
し
、
固
有
の
代
理
権
能
の
廃
止
に
は
、
学
説
に
お
い
て
肯
定
す

る
も
の
も
あ
る
が

(�)
、
異
論
も
強
い
。
少
な
く
と
も
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

上
は
、
固
有
の
代
理
権
能
と
い
う
用
語
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
学

説
で
は
、
今
な
お
固
有
の
代
理
権
能
に
独
自
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
す

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る

(�)
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
展
開
を
注
意
深
く
見

守
る
必
要
が
あ
る
。

４

小
括

本
章
の
考
察
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
代
理
と
は
、
本
人
と
代
理
人
の
同
意
に
よ
っ
て

生
じ
る
一
種
の
信
認
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
代

理
を
発
生
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
以
前
に

お
い
て
、
代
理
人
が
、
本
人
の
た
め
に
契
約
を
締
結
す
る
現
実
の
代
理

権(���������������)
、
表
見
的
代
理
権(�����������������)
、

固
有
の
代
理
権
能

(�������������������)
の
い
ず
れ
か
の

代
理
権
を
持
つ
場
合
、
あ
る
い
は
、
本
人
が
、
禁
反
言

(��������)

や
追
認

(������������)

を
根
拠
に
し
て
代
理
人
が
行
っ
た
契
約
に

拘
束
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
え
た
。
と
り
わ
け
、
固
有
の
代
理
権
能
は
、

第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
初
め
て
承
認
さ
れ
た
代
理
の
発

生
原
因
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
三
に
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
、
従
来
の
固
有
の
代
理
権
の
概
念
を
廃
止
し
、
そ
の
領
域
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
に
、
表
見
的
代
理
権
の
法
理
と
禁
反
言
の
法
理
の
適
用
範
囲

を
そ
れ
ぞ
れ
拡
張
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
考
察
結
果
の
内
、
重
要
な
点
は
、
固
有
の
代
理
権
能
と
い

う
代
理
権
発
生
原
因
が
、
一
九
五
七
年
に
採
択
さ
れ
た
第
二
次
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
で
い
っ
た
ん
採
用
さ
れ
た
も
の
の
、
二
〇
〇
五
年
に
採
択

さ
れ
た
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
る
に
至
り
、

半
世
紀
に
満
た
な
い
間
に
姿
を
消
し
た
こ
と
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、

固
有
の
代
理
権
能
は
、
他
の
代
理
発
生
原
因
と
比
べ
て
、
本
人
の
関
与

度
が
低
い
場
合
に
相
手
方
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
他
方
で
、

そ
の
場
合
の
相
手
方
保
護
の
基
準
は
、
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の

規
定
の
仕
方

(�)
か
ら
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
非
常
に
不
明
確
で
あ
っ
た
こ

と
が
そ
の
一
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
起
草
者
の
説
明
で
は
、
固
有
の
代
理
権
能
で
保
護
さ
れ
た
事

案
は
、
表
見
的
代
理
権
と
禁
反
言

(

お
よ
び
現
実
の
代
理
権)

の
法
理
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の
拡
張
化
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
た
め
に
、
結
論
は
同
じ
と
な
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
こ
れ
は
本
当
に
正
し
い
か
。
少
な
く
と
も
、

表
見
的
代
理
権
の
表
明
要
件
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
従
来
相
手
方
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
場
面
に
つ
い

て
も
相
手
方
保
護
範
囲
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
固
有
の
代
理
権
能
と
い
う
概
念
が
、
相
手
方
が
保
護
さ
れ

る
基
準
が
不
明
確
で
あ
っ
た
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
解
決
で
は
、
本
人
帰
責
基
準
の
緩

和
が
行
き
過
ぎ
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

注(

１)

信
認
関
係
に
つ
い
て
は
、
樋
口
範
雄

『

フ
ィ
デ
ュ
シ
ャ
リ
ー

[

信
認]

の
時
代』
(

有
斐
閣
、
一
九
九
九
年)

参
照
。

(

２)

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
・
〇
一
条
。
第
二
次
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
一
条
一
項
も
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
。
リ
ス
テ
イ
ト
メ

ン
ト
は
、
代
理
の
定
義
に
関
す
る
最
も
優
れ
た
基
準

(����
��������)
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
別
の
定
義
を
行
う
判

例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、�����������������������
735��

2�
1039

(���
1999)

に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
あ

る
関
係
が
代
理
関
係
で
あ
る
か
否
か
を
決
め
る
際
、
考
慮
さ
れ
る

べ
き
三
つ
の
要
素
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、｢(

一)

本
人

が
代
理
人
に
対
し
て
支
配
権
を
有
す
る
こ
と
、(

二)

代
理
人
が

第
一
に
本
人
の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ

と
、(

三)

代
理
人
が
本
人
の
法
律
関
係
を
変
更
す
る
た
め
の
権

限
を
有
し
て
い
る
こ
と｣

で
あ
る
。
べ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

(�������������������)

教
授
は
、
こ
の
定
義
は
、
少
な

く
と
も
二
つ
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
第
一
に
、

代
理
関
係
が
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
性
質
を
十
分
に
は

強
調
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
こ

の
判
断
基
準
は
そ
れ
自
体
の
結
論
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

｢

代
理
人
が
本
人
の
法
律
関
係
を
変
更
す
る
た
め
の
権
限
を
有
し

て
い
る
こ
と｣

と
は
、
代
理
関
係
の
帰
結
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
代
理
の
定
義
の
中
に
こ
の
要
素
を
含
め
る
こ
と
は
本
末
転
倒

で
あ
る
と
さ
れ
る

(���������������������������
�����������������

(����������������
2004)����

71�72)
。

(

３)

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
・
〇
四
条
第
六
項
。

(

４)

た
と
え
ば
、���������������������������������

�������
749����2�

454�
456

(�������
1988)

(｢

代

理
の
存
在
や
代
理
人
の
権
限
の
存
在
は
、
事
情
、
状
況
、
言
葉
、

行
動
、
及
び
代
理
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
当
事
者
の
行
為
を
証
明

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
黙
示
さ
れ
う
る
。
当
事
者
ら
の
事
前
の
行

為
が
、
当
該
取
引
を
取
り
巻
く
状
況
の
一
部
で
あ
る
場
合
に
は
、

斟
酌
さ
れ
る
べ
き
要
素
で
あ
る
。｣

引
用
は
省
略)

を
参
照
。

(

５)
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
・
〇
一
条
は
、
こ
の
要
件
に
つ

い
て
、�������
と
い
う
用
語
を������
と
い
う
用
語
に
代
え
た
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が
、
こ
の
用
語
上
の
変
更
は
、
代
理
関
係
に
お
け
る
同
意
の
性
質

を
否
定
す
る
意
図
で
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
示
さ
れ
て
い

な
い
本
人
側
の
留
保
に
よ
っ
て
代
理
関
係
の
発
生
が
否
定
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
起
草
者
の
関
心
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。��������������������

2)���21�
(

６)�����������������������������
309����2�

285�
290

(�����
1981)

(｢

代
理
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、

合
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
当
事
者
間
の
契
約
は
必
ず
し
も
必
要
で

は
な
い｣)

。
合
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
契
約
は
不
要
で
あ
る
こ

と
を
区
別
し
て
い
る
右
定
式
は
、
次
の
よ
う
な
代
理
の
基
本
原
理

を
反
映
し
て
い
る
。
第
一
に
、
す
べ
て
の
代
理
関
係
は
必
然
的
に

当
事
者
間
の
合
意
を
伴
っ
て
い
る
が
、
そ
の
合
意
は
法
律
上
の
約

因
に
基
づ
く
必
要
は
な
い
。
実
際
、
合
意
は
純
粋
に
無
償
の
も
の

で
あ
っ
て
も
よ
い
。
第
二
に
、
当
事
者
間
の
合
意
は
、
要
式
性
す

な
わ
ち
書
面
で
の
合
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
代
理
関
係
の
発
生
に
関
係
す
る
要
式

は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
代
理
関
係
を
形
成
す
る

た
め
に
必
要
な
能
力
は
、
拘
束
力
あ
る
契
約
を
締
結
す
る
た
め
に

必
要
な
能
力
と
は
異
な
る
。
も
し
自
然
人
が
自
ら
そ
の
行
為
を
す

る
能
力
を
有
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
本
人
と
し
て
行
為
す
る
能
力
、

す
な
わ
ち
、
法
的
に
生
じ
る
行
為
を
代
理
人
に
履
行
さ
せ
る
能
力

を
有
す
る

(

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
三
・
〇
四
条
注
釈
ｂ
参

照)

。

(

７)����������������������������������������������
(2�����������������������

2000)���11�

(

８)�����������������������
735��2�

1039�
1050

( ���
1999)�(

９)

株
式
会
社
の
場
合
に
は
、
明
示
に
よ
る
現
実
の
代
理
権
は
、
取

締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
ま
た
付
属
定
款
の
中
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
経
営
幹
部
の
職
務
の
記
載
に
よ
っ
て
、
通
常
は
経

営
幹
部
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

(�)��������������������
2)���35�

(�)

一
般
に
、
た
と
え
ば
詐
欺
防
止
法
の
要
件
を
満
た
す
た
め
に
、

原
因
関
係
上
の
契
約
が
書
面
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
さ

え
、
代
理
人
に
口
頭
で
権
限
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

詐
欺
防
止
法
の
中
に
は
、
代
理
関
係
の
形
成
に
つ
い
て
定
め
た
他

の
制
定
法
と
同
様
、
書
面
に
よ
る
証
拠
が
要
求
さ
れ
て
い
る
取
引

は
、
代
理
人
へ
の
代
理
権
付
与
も
ま
た
書
面
に
よ
ら
な
い
限
り
執

行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
同
一
の
方
式
要
件

を
課
す
も
の
も
あ
る

(

第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
〇
条
注
釈

ｂ
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
三
・
〇
二
条)

。
し
か
し
、
反

対
の
判
決
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、�������������������

�������������������������
333����

2�
26
(���

����
1985)

(

代
理
人
へ
の
権
限
授
与
が
書
面
に
よ
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
書
面
化
が
要
求
さ
れ
て
い
る
賃
貸
借
契
約
は
無
効
で
あ

る
、
と
判
示
さ
れ
た)

を
参
照
せ
よ
。
多
く
の
裁
判
所
は
、
株
式

会
社
の
幹
部
が
本
人
で
あ
る
会
社
の
た
め
に
書
面
に
よ
る
代
理
権

授
与
な
し
に
行
動
す
る
場
合
に
、
同
一
の
方
式
要
件
の
例
外
を
認

め
て
い
る
。

(�)
た
と
え
ば
、
本
人
が
甲
地
を
買
お
う
と
し
た
が
、
誤
っ
て
代
理
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�

人
に
本
人
の
た
め
に
乙
地
を
購
入
す
る
よ
う
に
伝
え
た
場
合
、
代

理
人
は
乙
地
を
買
う
明
示
に
よ
る
現
実
の
代
理
権
は
有
し
て
い
る

が
、
甲
地
を
買
う
代
理
権
は
有
し
て
い
な
い
。

(�)
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
二
条
注
釈
ｄ
。
た
と
え
ば
、

本
人
Ｐ
が
彼
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る
た
め
に
Ａ
を
雇
っ

た
場
合
、
Ａ
は
お
そ
ら
く
用
務
員
を
雇
っ
た
り
、
暖
房
用
燃
料
を

購
入
し
た
り
、
定
期
的
な
修
理
の
手
配
を
し
た
り
、
Ｐ
が
禁
止
し

な
か
っ
た
そ
の
他
の
い
か
な
る
同
様
の
業
務
を
行
う
付
随
的
代
理

権
を
有
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
以
上
の

よ
う
な
行
為
は
、
建
物
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
然
的
に
付
随

す
る
か
ら
で
あ
る
。

(�)
弁
護
士
規
律
法
に
関
す
る
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

(

二
〇

〇
〇
年)

二
一
条
参
照
。

(�)����������������������������
612����2�

835�
837

(����������
1981)

(

単
に
弁
護
士
が
雇
わ
れ
た
と
い

う
事
実
だ
け
で
は
、
和
解
に
つ
い
て
依
頼
人
を
拘
束
す
る
よ
う
な

黙
示
に
よ
る
代
理
権
は
何
ら
生
じ
て
い
な
い
、
と
判
示
し
た)

。
������������������������������

2002��
1610952

(��������
2002)

(｢

訴
訟
の
際
に
弁
護
士
の
依
頼
人

を
代
理
す
る
一
般
的
権
限
は
、
弁
護
士
に
依
頼
人
の
権
利
を
放
棄

す
る
こ
と
を
許
す
と
こ
ろ
ま
で
は
拡
張
さ
れ
な
い｣)

。
弁
護
士
が

そ
の
よ
う
な
代
理
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の
後
に

相
手
方
の
法
務
担
当
と
和
解
に
至
る
場
合
に
は
、
明
示
に
よ
る
代

理
権
が
与
え
ら
れ
た
と
推
定
す
る
州
も
あ
る
。
和
解
す
る
権
限
が

明
示
的
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
推
定
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
そ
の
証
明
の
負
担
は
弁
護
士
の
権
限
に
つ
い
て
争
う
者
、

す
な
わ
ち
依
頼
人
側
に
課
せ
ら
れ
る
。

(�)

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
三
条
。
ま
た
、
表
明
に
関

す
る
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
・
〇
三
条
も
参
照
せ
よ
。

(�)

実
際
に
裁
判
所
が
不
作
為
に
よ
る
表
見
的
代
理
権
を
認
め
た
判

例
と
し
て
、��������������������������������

������
528��2�

993
(5������

1976)

が
あ
る
。

(�)
た
と
え
ば
、���������������������������������

46��3�
718

(8������
1995)

で
は
、
被
告
は
二
〇
年
以
上

も
仕
入
部
長
が
被
告
の
た
め
に
契
約
を
取
り
決
め
る
こ
と
を
許
し

て
き
た
。
そ
の
間
、
原
告
は
被
告
と
の
間
で
多
く
の
契
約
を
締
結

し
た
。
経
営
陣
の
交
代
し
た
後
、
そ
の
仕
入
部
長
の
代
理
権
は
縮

小
さ
れ
た
が
、
誰
も
そ
の
事
実
を
原
告
に
伝
え
な
か
っ
た
。
そ
う

し
た
事
前
の
一
連
の
行
為
を
根
拠
に
し
て
、
裁
判
所
は
、
仕
入
部

長
に
は
な
お
被
告
の
た
め
に
原
告
と
契
約
を
締
結
す
る
表
見
的
代

理
権
が
あ
る
、
と
判
示
し
た
。

(�)
た
と
え
ば
、�������������������������������

719����2�
841

(�������
1986)

。

(�)
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
三
・
〇
三
条
注
釈
ｃ
は
、
契
約
時

に
お
い
て
、
第
三
者
は
問
題
の
慣
習
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
反
対
に
、
第
二
次
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
二
七
条
注
解
ｄ
は
、
慣
習
に
よ
る
表
見
的
代
理
権
は
、

た
と
え
彼
ら
が
そ
れ
ら
の
慣
習
上
の
権
限
が
ど
ん
な
も
の
か
知
ら

な
く
て
も
、
代
理
人
が
慣
習
上
の
代
理
権
を
有
す
る
地
位
に
置
か

れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
に
対
し
て
成
立
す
る
、
と
い
う
立
場
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を
採
っ
て
い
た
。
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

代
理
人
に
代
理
権
が
あ
っ
た
と
第
三
者
が
合
理
的
に
信
じ
る
と
の

要
件
に
適
合
す
る
の
で
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
方
が
望

ま
し
い
。
第
三
者
が
そ
の
代
理
人
の
地
位
に
い
る
者
の
慣
習
上
の

権
限
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
当
該
代
理
人
の
代
理
権
に
つ
い
て
第

三
者
が
合
理
的
に
信
じ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

��������������������
2)����42�43�

(�)�����������������������������������������
�����������������������

(�������������������
1995)����33�34�(�)

判
例
の
中
に
は
、
第
三
者
に
調
査
義
務
を
認
め
る
も
の
も
あ
る

が
、
調
査
義
務
は
現
実
の
代
理
権
に
の
み
及
ぶ
と
判
示
し
た
も
の

(��������������������������������������������
����

931��2�
989

(2�����
1991))

も
あ
る
。
後
者
の
判

例
に
つ
い
て
、��������������������

2)����43�44
は
、

｢

現
実
の
代
理
権
は
、
第
三
者
の
知
識
、
精
神
状
態
な
ど
と
は
何

ら
関
係
な｣

く
、｢

事
前
調
査
が
要
求
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ

は
む
し
ろ
表
見
的
代
理
権
の
方
に
つ
い
て
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
表
見
的
代
理
権
は
何
を
第
三
者
が
合
理
的
に
信

じ
た
か
に
左
右
さ
れ
る
代
理
権
の
形
態
だ
か
ら
で
あ
る
。｣

と
述

べ
、
批
判
し
て
い
る
。

(�)

本
人
に
一
定
の
帰
責
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、
第
三
次

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、(

１)

本
人
が
故
意
又
は
過
失
に
よ
り

そ
の
よ
う
な
信
頼
を
引
き
起
こ
し
た
場
合
、
と

(

２)

そ
の
よ
う

な
信
頼
や
、
他
人
が
そ
の
た
め
に
そ
の
地
位
を
変
更
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
本
人
は
そ
の
事
実
を

彼
ら
に
伝
え
る
合
理
的
手
段
を
取
ら
な
か
っ
た
場
合
、
を
挙
げ
て

い
る

(

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
五
条
参
照)

。

(�)
135��2�

702
(������������

1957)�
(�)

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
・
〇
三
条
注
釈
ｂ

(｢

表
明
と

は
、
何
ら
か
の
意
味
を
表
現
す
る
他
者
に
認
識
可
能
な
人
間
の
行

為
で
あ
る｣)

。������������

家
具
店
が
売
場
の
警
備
を
怠
っ

た
こ
と
だ
け
で
は
、
表
見
的
代
理
権
を
問
題
と
す
る
た
め
に
必
要

な
意
味
を
有
す
る
行
為
と
言
え
る
ま
で
の
水
準
に
は
達
し
て
い
な

い
。

(�)��������707

を
参
照
。
裁
判
所
は
、
営
業
場
所
が
一
般
大
衆
に

対
し
て
開
放
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
禁
反
言
を
認
め
な
か
っ

た
。
た
と
え
ば
、����������������������

668

����2�
114�

118
(111�����

1996)

を
参
照
。

(�)��������������������
2)���53�

(�)��������������������������������������
������������

98��3�
703�

708
(2�����

1996)�
(�)

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
三
条
注
釈
ｃ
と
二
・
〇
五

条
注
釈
ｄ

(

禁
反
言
は
本
人
の
積
極
的
な
行
為
と
第
三
者
の
信
頼

と
の
間
に
緊
密
な
つ
な
が
り
を
要
求
し
て
い
な
い)

を
参
照
せ
よ
。

(�)
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
四
・
〇
一
条
一
項
。

(�)
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
四
・
〇
一
条
一
項
注
釈
ｄ
。

(�)
た
と
え
ば
、������������������������

488��2�
637

( ����
1971)�

を
参
照
。

(�)
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
四
・
〇
五
条
。
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��

(�)
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
Å
条

(｢

固
有
の
代
理
権
と
い

う
用
語
は
、
本
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
、[

現
実
の]

代

理
権
や
表
見
的
代
理
権
、
禁
反
言
に
由
来
し
な
い
代
理
人
の
権
限

を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
、
も
っ
ぱ
ら
代
理
関
係
に
由
来
し
て
い

る
も
の
で
、
被
用
者
や
そ
の
他
の
代
理
人
に
よ
り
、
あ
る
い
は
彼

ら
と
の
取
引
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
者
の
保
護
の
た
め
に
存
在
す

る
も
の
で
あ
る
。｣)

。
(�)

[1893]
1����

346
(1892)�

(�)
第
三
者
が
代
理
人
と
取
引
す
る
際
に
、
代
理
人
が
本
人
の
た
め

に
行
為
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
本
人
を

｢

隠
れ
た
本
人

(��������������������)｣
と
呼
ぶ
。
ま
た
、

第
三
者
が
本
人
が
存
在
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
誰

か
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
本
人
を

｢
特
定
さ
れ
て
い
な
い
本
人

(���������������������)｣
と
呼
ぶ
。
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ

ン
ト
一
・
〇
四
条
を
参
照
。

(�)
239��

405
(�������

)�
242��

923
(2�����

1917)�
(�)��������������������������������������

�������������������������
31���������������

1035
(1998)����1046�1047�

(�)
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
一
条
注
釈
ｂ
。

(�)

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
・
〇
三
条
注
釈
ｂ
を
参
照

(�)

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
六
条
参
照

(�)
｢

自
ら
の
業
務
に
関
す
る
運
営
を
代
理
人
に
任
せ
た
隠
れ
た
本

人
は
、
た
と
え
本
人
の
指
示
に
反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

代
理
人
が
そ
の
よ
う
な
業
務
に
お
い
て
本
人
の
た
め
に
す
る
の
が

通
常
で
あ
る
取
引
を
行
っ
た
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う｣

と

の
規
定
で
あ
る
。
な
お
、
行
為
が
本
人
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
件
に
留
意
せ
よ
。

(�)

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
二
条
注
釈
ｂ
。

(�)

た
と
え
ば
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
・
〇
二
条
例
証
二

〇
―
二
二
。

(�)���������������������������������������
�����������������

137�41
(2����

2001)�������
�������������������������������������
���������������������������������������������
�������������������������

(����)�

こ
れ
に
対
し
て
、

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
処
理
は
、
契
約
の
場
面
に
お
け
る

代
位
責
任
を
認
め
る
余
地
を
残
す
も
の
と
し
て
、
限
定
つ
き
で
賛

成
す
る
も
の
が
あ
る
。�������������������������

��������������������������������������������
��������������

(�����
)�����������������

�����������������������������������
(����)�

(�)��������������������������������������
��������������������������������������
(�����)��������������������������������
���
(����)��������������������������������

�������������������������������������������
�����������������������������������

(�����)
������������������������������

(����)�
(�)

第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
Ａ
条
。
本
条
は
、
非
常
に
消
極
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的
な
定
義
し
か
行
っ
て
い
な
い
。

三

結
び
に
代
え
て

以
上
、
本
稿
で
は
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
契
機
と
し
た
ア
メ

リ
カ
の
代
理
発
生
原
因
の
再
整
理
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
考
察
結
果
は
、
前
章
の
小
括
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
日
本
法
へ
の
示
唆
を
こ
こ
で
簡
単
に
示
し
て
お
き
た
い
。

今
回
の
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
代
理
権
概
念
の
変
更
は
、

と
り
わ
け
表
見
代
理
法
理
に
関
す
る
大
き
な
変
更
で
あ
る
と
評
価
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
表
見
代
理

(

民
法
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
、

一
一
二
条)

が
適
用
さ
れ
る
場
面
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
お
よ

そ
表
見
的
代
理
権
、
禁
反
言
、
固
有
の
代
理
権
能
の
法
理
が
作
用
し
て

き
た
。
そ
し
て
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
固
有
の
代
理
権

能
と
い
う
概
念
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
残
り
二
つ
の
法

理
や
現
実
の
代
理
権
の
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
。

こ
の
点
、
日
本
の
代
理
は
、
ま
ず
、
本
人
か
ら
の
代
理
権
授
与
の
有

無
に
よ
っ
て
有
権
代
理
と
無
権
代
理
を
判
断
し
、
無
権
代
理
と
さ
れ
る

場
合
に
は
、
さ
ら
に
民
法
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
、
一
一
二
条
の
表
見

代
理
が
成
立
す
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、

ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
追
認
な
ど
比
較
的
日
本
法
と
類
似
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
現
実
の
代
理
権
と
表
見
的
代
理
権
の
区
別
は
、
代
理
人
の
認
識

を
基
準
に
す
る
か
第
三
者
の
認
識
を
基
準
に
す
る
か
に
あ
る
と
さ
れ
、

さ
ら
に
、
別
の
代
理
発
生
原
因
と
し
て
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ

れ
て
い
な
い
禁
反
言
の
法
理
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
で
は

代
理
発
生
原
因
の
区
分
の
仕
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
、
本
稿
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る

固
有
の
代
理
権
能
概
念
の
廃
止
及
び
表
見
的
代
理
権
と
禁
反
言
の
法
理

の
拡
張
化
が
、
我
が
国
の
代
理
の
議
論
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か

は
、
本
稿
の
作
業
だ
け
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
さ
ら
に
両
者
の
代
理
法

制
度
の
比
較
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
本
稿
で
十
分
に
論
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
そ
の
他
の

検
討
課
題
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
挙
げ
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
全
般
的
な
紹
介
を
行
う
作

業
は
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
意
義
を
確
定
す
る
上
で
も
必
要

不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
、
優
れ

た
先
行
文
献
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
、
そ
の
正
確
な
内
容

を
日
本
法
へ
紹
介
し
た
い
。
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第
二
に
、
固
有
の
代
理
権
能

(�������������������)
に

関
し
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
沿
革
、

判
例
・
学
説
の
議
論
お
よ
び
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
廃

止
さ
れ
た
後
の
動
向
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
検
討
に
よ
っ
て
、
日
本

法
に
お
い
て
対
応
す
る
事
案
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

の
代
理
に
関
す
る
議
論
も
深
化
す
る
と
考
え
る
。
特
に
、
隠
れ
た
本
人

の
議
論
は
、
日
本
の
解
釈
論
に
も
非
常
に
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。

第
三
に
、
こ
れ
は
上
記
二
点
の
作
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、

す
で
に
公
表
し
た
イ
ギ
リ
ス
表
見
代
理
に
関
す
る
拙
稿
と
合
わ
せ
て
、

英
米
代
理
法
と
日
本
の
代
理
法
と
の
横
断
的
な
比
較
を
行
い
た
い
。
先

行
研
究
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
内
容
の
検
証
も
含
め
、
現
在
の
状
況
に

合
わ
せ
た
形
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
、
今
後
の
日
本
の
代
理
制
度
設
計
に
有
益

な
視
点
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
る
。
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